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教 科 書
〔教科書〕 福祉住環境コーディネーター検定試験 2級公式テキスト改訂6版　東京商工会議所

第 15 回 生活環境論 まとめ

評価方法 期末試験にて評価を行う。

第 13 回 居住環境整備 部位別特徴part2

第 14 回 居住環境整備 プランニング方法

第 11 回 居住環境整備 住宅改修と福祉用具の活用

第 12 回 居住環境整備 部位別特徴part1

第 9 回 情報とコミュニケーション

第 10 回 居住環境整備 現状と課題

第 7 回 社会の環境整備 車いす移動体験

第 8 回 社会の環境整備 車いす移動考察

第 5 回 障碍者総合支援法

第 6 回 社会の環境整備 バリアフリー

第 3 回 教育と雇用支援

第 4 回 就労と生活支援

第 2 回 心のバリアフリー

授業概要
学習目標

〔授業概要〕

障害をもった人が家庭や社会の中で生活していくために、望ましい環境とはどのようなものな
のか、考える時間としたい。

〔学習目標〕

障害をもっていても自己実現できることが大切であり、そのサポートをするのが理学療法士の
業務のひとつである。そのための基礎知識を学習することを目的とし、福祉住環境コーディ
ネーター2級レベルの習得を目標とする。

授 業 回 数 授業内容

第 1 回 生活環境論とは

30時間

〖理学療法学科〗 専門分野

授業科目名 生活環境論Ⅰ 授業形態 講義 配当学期 2年（前期）

担当教員名 廣岡　幸峰 単位数 1単位 時間数


